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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 23,092 △8.3 323 △56.7 114 △83.7 55 △86.3

22年3月期第3四半期 25,191 11.5 747 148.5 701 248.6 406 241.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 9.28 ―

22年3月期第3四半期 67.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 16,735 4,475 26.7 746.85
22年3月期 16,020 4,529 28.3 755.70

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  4,475百万円 22年3月期  4,529百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7.00 ― 8.00 15.00
23年3月期 ― 7.00 ―

23年3月期 
（予想）

7.00 14.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,400 △3.1 493 △31.6 299 △57.1 165 △59.5 27.53



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 6,000,000株 22年3月期  6,000,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  6,981株 22年3月期  6,630株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 5,993,113株 22年3月期3Q 5,994,553株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信、【添付資料】Ｐ．３「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出企業を中心に一部回復基調はみられるものの、為替相場で

の円高が企業収益を圧迫する要因となるとともに、国内消費動向の停滞感が増しており、景気の先行きに対して依

然として不透明な状況が続いております。 

このような状況下で、当医療衛生材料業界におきましても、引き続き厳しい経営環境が続いております。 

  当社の当第３四半期累計期間の業績は、売上高は230億92百万円（前年同期比8.3％減）、営業利益は３億23百万

円（同56.7％減）、経常利益は１億14百万円（同83.7％減）、四半期純利益は55百万円（同86.3％減）となりまし

た。 

  メディカル部門〔国内向け〕の製品では、重点販売製品の「口腔ケア用品」は増加いたしましたが、医療用ガー

ゼを中心とした衛生材料の減少傾向が継続し、また、感染予防関連製品が前期の特需の反動により大幅に減少いた

しました。商品では、育児・トイレタリー用品はほぼ前期なみに推移いたしましたが、製品同様に感染予防関連の

売上が減少したことにより医療用品は減少いたしました。これらの結果、売上高は208億30百万円（同8.2％減）と

なりました。 

 〔海外向け（輸出）〕では、円高基調が継続したことと平成22年９月のイラン向け経済制裁強化により同国向け

販売が一時的にストップした影響により、売上高は８億27百万円（同12.3％減）となりました。 

  テキスタイル部門では、綿糸相場の高騰によって原材料および製品価格が上昇した影響で、一部販売店において

安価製品への切り替えが進んだこともあり、ベビー用衣料品は減少いたしました。また、素材販売、ねまきの市場

規模の縮小傾向が継続しており、売上高は14億34百万円（同8.4％減）となりました。 

  利益面では、売上高の減少と売上総利益率の0.4ポイント下落により、売上総利益は42億87百万円（同10.4％

減）となりました。 

  経費面では、販売費及び一般管理費は全般的に効率的な使用に努めたことで39億64百万円（同1.8％減）となり

ました。 

  営業外費用では、当期間内の円高の影響で為替差損が44百万円、デリバティブ評価損（為替予約評価損）が１億

22百万円発生いたしました。 

  また、特別利益では、賃貸ビル売却による固定資産売却益が52百万円発生いたしました。  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第３四半期末の総資産は167億35百万円で前期末に対して７億14百万円増加いたしました。 

流動資産は、115億92百万円で前期末に対して17億12百万円増加いたしました。「現金及び預金」が３億73百万円

増加、「受取手形」・「売掛金」が８億11百万円増加、「たな卸資産」が76百万円増加、「未収入金」が売掛債権

回収業務でファクタリングの採用増加によって４億75百万円増加したことが主な要因です。 

固定資産は、51億42百万円で前期末に対して９億97百万円減少いたしました。有形固定資産では、賃貸ビルの売却

の要因もあり「建物」・「機械及び装置」が５億55百万円減少、「土地」が３億38百万円減少し、「リース資産」

が40百万円減少、そして投資その他の資産では、「投資有価証券」が35百万円減少、「長期貸付金」が25百万円減

少したことが主な要因です。  

（負債） 

 当第３四半期末の負債合計は、122億59百万円で前期末に対して７億68百万円増加いたしました。 

 流動負債は、102億20百万円で前期末に対して15億50百万円増加いたしました。「支払手形」・「買掛金」が10

億31百万円増加、「短期借入金」・「1年内返済予定の長期借入金」・「1年内償還予定の社債」が９億54百万円増

加、「前受金」が賃貸ビル売却に伴う前受金の会計処理が完了したことで97百万円減少、「1年内返還予定の預り

保証金」が１億48百万円減少、「賞与引当金」が１億60百万円減少したことが主な要因です。 

 固定負債は、20億38百万円で前期末に対して７億82百万円減少いたしました。「社債」・「長期借入金」が８億

84百万円減少、「為替予約」が１億22百万円増加したことが主な要因です。  

（純資産） 

 当第３四半期末の純資産は、44億75百万円で前期末に対して53百万円減少いたしました。 

 「繰越利益剰余金」が34百万円減少、「その他有価証券評価差額金」が18百万円減少したことが主な要因で

す。  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（３）業績予想に関する定性的情報 

 通期の見通しにつきましては、厳しい環境は当面継続すると見込まれるなか、当社は、引き続き重点施策の「マ

ーケティング力を活かした製品開発」、「生産性の効率化推進」、「自社製品の販売拡大」、「販売・物流体制の

効率化推進」、「海外向け販売拡大のための体制整備」の5点に注力し、そして全社をあげて効率的な経費支出を

推進し、一層の利益面の向上策を進めて、安定した収益性の確立に努めてまいります。 

 通期業績予想につきましては、平成22年10月28日発表の数値を変更しておりません。 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 当第３四半期末の貸倒実績率等が前期末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前期末におい

て算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

② 当第３四半期末の棚卸高の算出につきましては、実施棚卸を省略し、前期末の実施棚卸高を基礎として合理的

な方法により算定する方法によっております。また、棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかな

ものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の方法として定率法を採用している資産につきましては、会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定しております。 

④ 経過勘定項目の算定方法といたしましては、合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっておりま

す。 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,919,801 1,546,307

受取手形 965,583 822,594

売掛金 4,951,865 4,283,387

商品及び製品 2,097,752 1,967,727

仕掛品 297,224 305,437

原材料及び貯蔵品 184,038 229,680

繰延税金資産 119,634 187,278

その他 1,059,912 553,750

貸倒引当金 △3,537 △16,437

流動資産合計 11,592,274 9,879,724

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,546,582 2,067,767

機械及び装置（純額） 124,437 158,708

土地 1,998,898 2,337,137

リース資産（純額） 172,574 213,276

その他（純額） 125,312 143,381

有形固定資産合計 3,967,806 4,920,272

無形固定資産   

商標権 1,995 1,973

ソフトウエア 12,166 12,547

リース資産 12,765 15,554

その他 16,972 17,341

無形固定資産合計 43,899 47,416

投資その他の資産   

投資有価証券 402,343 437,989

出資金 430 430

長期貸付金 125,000 150,000

破産更生債権等 56,008 57,696

繰延税金資産 195,605 181,424

保険積立金 132,128 116,039

長期預金 100,000 100,000

その他 192,036 203,364

貸倒引当金 △72,442 △74,135

投資その他の資産合計 1,131,110 1,172,809

固定資産合計 5,142,816 6,140,497

資産合計 16,735,091 16,020,222



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 3,183,813 2,703,339

買掛金 2,640,543 2,090,012

短期借入金 1,770,000 1,352,500

1年内返済予定の長期借入金 1,383,906 1,146,782

1年内償還予定の社債 300,000 －

リース債務 60,887 60,887

未払金 69,535 122,469

未払費用 462,853 407,850

未払法人税等 8,232 98,035

預り金 52,635 13,873

1年内返還予定の預り保証金 － 148,010

賞与引当金 83,557 243,921

役員賞与引当金 － 8,000

売上割戻引当金 169,333 150,414

その他 35,290 123,706

流動負債合計 10,220,589 8,669,803

固定負債   

社債 － 300,000

長期借入金 967,759 1,551,765

リース債務 133,719 179,384

長期未払金 43,800 57,100

退職給付引当金 546,548 526,091

資産除去債務 16,382 －

長期預り保証金 12,997 12,476

為替予約 317,354 194,379

固定負債合計 2,038,560 2,821,197

負債合計 12,259,149 11,491,001



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 883,000 883,000

資本剰余金   

資本準備金 1,192,597 1,192,597

資本剰余金 1,192,597 1,192,597

利益剰余金   

利益準備金 86,100 86,100

その他利益剰余金   

配当引当積立金 5,000 5,000

別途積立金 1,000,000 1,000,000

繰越利益剰余金 1,233,533 1,267,800

利益剰余金 2,324,633 2,358,900

自己株式 △3,282 △3,149

株主資本合計 4,396,947 4,431,348

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 78,994 97,873

評価・換算差額等合計 78,994 97,873

純資産合計 4,475,942 4,529,221

負債純資産合計 16,735,091 16,020,222



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 25,191,100 23,092,552

売上原価 20,407,586 18,805,253

売上総利益 4,783,513 4,287,298

販売費及び一般管理費 4,036,434 3,964,069

営業利益 747,079 323,228

営業外収益   

受取利息 5,419 5,354

受取配当金 9,089 9,391

生命保険配当金 － 7,631

受取賃貸料 98,153 4,305

為替差益 47,690 －

仕入割引 24,648 22,549

その他 9,678 10,048

営業外収益合計 194,678 59,281

営業外費用   

支払利息 63,646 52,827

債権売却損 33,640 31,370

賃貸収入原価 48,609 4,870

為替差損 － 44,909

デリバティブ評価損 81,544 122,974

その他 12,739 11,225

営業外費用合計 240,180 268,177

経常利益 701,578 114,332

特別利益   

固定資産売却益 1,548 52,215

貸倒引当金戻入額 12,774 11,273

その他 422 －

特別利益合計 14,744 63,489

特別損失   

固定資産除売却損 8,885 10,171

投資有価証券売却損 36 －

投資有価証券評価損 28 18,747

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,985

特別損失合計 8,950 39,904

税引前四半期純利益 707,372 137,918

法人税、住民税及び事業税 167,463 15,920

法人税等調整額 132,952 66,367

法人税等合計 300,416 82,287

四半期純利益 406,956 55,630



 該当事項はありません。  

 該当事項はありません。  

（3）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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